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総　　合

　

シ
リ
ー
ズ
で
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
で
す
。

　

文
化
財
と
は
「
我
が
国
の
永
い
歴
史
の

中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り

伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
」で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
伝
え
ら
れ
た
建
築
物
・

仏
像
・
絵
画
・
古
文
書
・
民
俗
芸
能
・
樹
木
・

生
物
・
遺
跡
・
城
跡
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
生
活
の
な
か
で
、歴
史
、伝
統
、

文
化
な
ど
の
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
将
来

の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の

で
す
。

　

文
化
財
は
一
度
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
再

生
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
万
人
に
価
値
を
認
め
ら
れ
る
も

の
を
指
定
し
て
保
護
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
国
、
県
、
市
で
の
指
定
文
化
財
が

全
部
で
２
０
２
件
あ
り
ま
す
。文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
後
も
所
有
者
が
管
理
し
て
い

く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
修

理
な
ど
で
現
状
を
変
更
す
る
場
合
は
許
可

の
手
続
き
を
経
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
修
理
な
ど
の
負
担
が
重
い
場
合

に
は
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
文

化
財
が
市
民
の
財
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と

か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

遺
跡
や
土
器
な
ど
の
埋
蔵
文
化
財
が
含

ま
れ
る
土
地
に
掘
削
が
及
ぶ
場
合
な
ど
は

届
出
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
か

じ
め
発
掘
や
工
事
の
立
ち
会
い
な
ど
を
し

て
記
録
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　

文
化
財
は
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
に
あ
る
文
化
財
は
そ
の
地

域
唯
一
の
も
の
で
す
。
大
切
な
文
化
財
を

次
代
に
伝
え
る
た
め
に
、
一
人
一
人
が
守

り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
文
化
財
保
護
の
基

本
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

大
田
原
市
立
小
中
学
校
再
編
整
備
検
討

委
員
会
の
第
１
回
委
員
会
が
１
月
30
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
教

育
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
て
、
市
内
に
あ

る
32
校
の
小
中
学
校
の
適
正
な
環
境
を
考

え
、
通
学
区
域
の
変
更
や
学
校
の
統
廃
合

に
よ
っ
て
再
編
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
24
名
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、

13
名
が
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
中
学
校
の

保
護
者
で
、
そ
の
う
ち
７
名
が
女
性
委
員

で
す
。
ま
た
、
地
区
を
代
表
す
る
委
員
と

し
て
３
名
の
自
治
会
長
、
大
田
原
市
私
立

幼
稚
園
連
合
会
長
、
小
中
学
校
長
２
名
、

元
校
長
３
名
、
公
募
市
民
２
名
の
皆
さ
ん

に
よ
る
構
成
で
す
。

　

第
１
回
は
、
答
申
に
向
け
て
の
基
本
と

な
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、

現
時
点
で
次
の
よ
う
な
事
項
を
答
申
の
骨

子
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

１　

大
規
模
校
お
よ
び
複
式
学
級
の
あ
る

　

学
校
の
再
編
を
優
先
し
て
取
り
組
む
。

２　

統
廃
合
後
の
効
果
を
検
証
す
る
。

３　

通
学
区
域
の
変
更
や
統
廃
合
を
し

　

た
場
合
の
理
解
が
得
ら
れ
る
適
正
な

　

規
模
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

４　

学
童
保
育
や
障
が
い
児
教
育
に
つ

　

い
て
も
検
討
の
対
象
と
す
る
。

５　

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

　

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
方
法
を
考

　

え
る
。

６　

廃
校
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
提

　

言
す
る
。

７　

西
原
小
学
校
の
区
分
け
の
仕
方
と

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る
。

８　

児
童
生
徒
間
の
事
前
の
交
流
な
ど

　

へ
の
提
言
も
行
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

　

市
で
は
、
子
育
て
環
境
の
向
上
、
高
齢

化
社
会
に
向
け
た
住
環
境
整
備
、
市
へ
の

定
住
を
図
る
た
め
、
親
、
子
、
孫
が
一
緒

に
住
む
家
を
建
て
て
、
一
緒
に
住
ん
だ
場

合
に
建
築
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
建
物
の
要
件

・
市
内
に
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
完

　

成
取
得
し
た
も
の

・
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、
居

　

室
が
４
部
屋
以
上
あ
る
も
の

●
申
請
者
な
ど
の
要
件

・
三
世
代
住
宅
に
住
む
所
有
者
（
ま
た
は

　

共
有
者
の
ひ
と
り
）

・
申
請
者
を
含
め
三
世
代
と
な
る
親
子
孫

　

が
同
居
し
て
い
る
こ
と
（
敷
地
内
に
子
、

　

孫
用
な
ど
の
別
棟
を
建
て
た
場
合
は
補

　

助
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
）

●
補
助
金
の
額　

２
０
０
，
０
０
０
円

※

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
２
４

　

市
は
、
昭
和
61
年
10
月
１
日
付
け
で
「
非

核
平
和
都
市
宣
言
」を
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
23
年
12
月
１
日
付
け
で
「
平
和
市
長

会
議
」に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
核
兵
器
の
な
い
安
全
・
安

心
で
平
和
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
経
営
課
行
政
経
営
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
６
６

「平和市長会議」加盟認定証

小
中
学
校
の
再
編
整
備
に
向
け

て
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た

「
平
和
市
長
会
議
」に
加
盟

三
世
代
用
住
宅
を
建
て
た
方
に

建
築
費
な
ど
の
一
部
を
補
助

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

⑦

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

⑦

文
化
財
の
保
護

文
化
財
の
保
護

文
化
財
の
保
護

埋
蔵
文
化
財

文
化
財
は
市
民
の
財
産

文
化
財
と
は


